








　手の外科領域においては,先天異常あるいはこれに起因する疾患は多く,いず

れも治療上大きな問題を残している。近年治療技術の面での進歩は目ざましい

ものがあるが,これとておのずと限界のあることであり,次第に予防医学的立場

よりの基礎的研究が注目されるに至っている。ことに発生学や実験奇形学の分

野でほ幾多の新事実が報告され,手の先天異常発生機転の解明に大きな進歩を

もたらした。


